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ご 挨 拶 
日本流星研究会 会長 

小関 正広 

 

信州流星会議から８年が経過しました。IAU の「確定群」が大きな話題になった年であったと

記憶します。その時にも感じましたが、北海道を除けば第３位の広い地域から運営にあたる人が

集まることは大変なことです。まずは、そのようなご尽力に対して参加者を代表して感謝申し上

げます。 

例年、開催地にゆかりのある方にご講演をお願いしているわけですが、本年は、三澤啓司先生

から「ドームふじ氷床コアからみつかった地球外物質の起源」という興味深いお話を伺えること

になりました。南極で大量の隕石が日本の観測隊によって回収されたことはよく知られている通

りですが、三澤先生は微量元素の分析がご専門で火星隕石の分析も手掛けていらっしゃるとお聞

きしています。日本流星研究会には、火球・隕石に強く関心を寄せるメンバーも少なくありませ

ん。どのようなお話を伺えるのか、参会者とともに楽しみにしたいと思います。 

また、今年の研究発表の題目の中に長谷川一郎先生の「流星輻射点の予報計算法」を見つけ、

驚きと同時に期待が高まりました。先生が彗星軌道からの流星出現予報をいろいろな機会に発表

されていたのは、半世紀ほど前からのことです。また、ご著書の中でも計算方法について解説さ

れており、いずれも、本会会員にとって座右の資料になっています。今年の流星会議は先生から

計算方法を直接に解説頂ける、逃すことのできない機会ともなりました。 

他にも、会員諸氏からの楽しみな研究発表が目白押しです。流星の観測はビデオ、計算はトレ

イル理論で支配されているかのようですが、多様な発表題目に目を見張る思いがします。研究発

表の時間は短く限られているので、休憩時間を惜しんで、質問や意見交換が行われることでしょ

う。 

このように、講演、研究発表と内容的に充実した流星会議ではありますが、直接に顔を合わす

ことのできる年に一度の機会だということに大きな価値があるでしょう。天文回報、ＮＭＳ同報

等でそれなりのコミュニケーションを図ることはできても、近接した地域の人同士ならいざ知ら

ず、全国各地の流星観測・研究者が集うことは希少な機会です。おなじみの顔ぶれとともに、数

年ぶりに出席を果たした人、勤務の都合で毎年のように参加できない人たちも少なくありません。

この流星会議が本当に一期一会となる人もいるでしょう。短い時でありますが、準備にあたった

方たちに感謝しつつ、大切に過ごすことにしましょう。 

［追記］ 

台風の災害により、中央本線が不通となりました。局地的なもので、開催地また準備に携わっ

ていらっしゃる方々に直接の禍は及ばなかったとお聞きします。しかし、関西方面からの参加者

には大きな障害となりました。下田さんから交通情報の案内が繰り返し提供されています。なん

とか、皆様が無事に出席できるよう願っています。なお、長谷川先生ご夫妻は交通事情によりご

欠席とのお知らせを受けました。まことに残念ながら致し方ありません。来年は関東（千葉方面）

での開催が予定されておりますので、お会いできることを楽しみにしたいと思います。 



［講演］ 

国立極地研究所 三澤啓司准教授 

「ドームふじ氷床コアからみつかった地球外物質の起源」 
 

講師紹介 

国立極地研究所 研究教育系地圏研究グループ 所属 専門：火星隕石、月隕石の同位体年

代学 

安曇野市出身 

 

要旨 

南極ドームふじ基地において 2005 年に採取された氷床コアから採取された珪酸塩鉱物から

なる粒子層は、地球外物質であり、2007 年に「ドーム C氷床コア」において見つかった二つの

地球外物質層と起源がそれぞれ同じであることがわかった。つまり、43 万 4,000 年前と 48 万

1,000 年前に、地球外物質が広範囲にわたって東南極域に降り注いだことが明らかになった。 

2,641 メートル層の粒子には、宇宙線照射によって生成される核種、26Al および 36Cl が認め

られないことから、2,641 メートル層の母天体は、地球に突入する前は大きなサイズであった

と結論された。また、2,641 メートル層の粒子の酸素同位体組成が南極内陸部の氷の酸素同位

体組成に近いことから、始原的な天体が南極氷床に衝突して氷クレーターが形成され、その際

に溶融して広範囲に飛び散った粒子が 2,641 メートル層を形成したことがわかった。 

直径 1-5 マイクロメートルの微粒子が 20-30 マイクロメートルの集合体を成している 2,691

メートル層は、始原的で脆い天体が秒速 30 キロメートルを超える高速で地球の大気圏に突入し

た結果、大気上層で溶融・凝集して形成されたものと結論された。 

 

ご協力 大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立極地研究所 
〒190-8518 東京都立川市緑町 10-3    http://www.nipr.ac.jp/index.html 

 

 
 



研究発表 発表要旨 

 

１ 「オーストラリアでの“みずがめ座η流星群”の観測」 

柳 信一郎 

みずがめ座η流星群の観測を目的とした海外遠征はこれで３回目になる。今年

（2014 年）はオーストラリア・ケアンズ近郊のアサートンという町で流星観測を行

った。本発表では全天計数観測の結果をまとめると共に、1987 年，1989 年の観測

結果と比較する。 

 

２ 「日本の近世流星スケッチカタログ作成と最古の流星スケッチの発見」 

○渡辺美和、信清由美子(発表者)、戸田雅之、渡部潤一 

著者らは近世の天文現象が記録された史料の収集作業を継続している。収集された

記録から、日本の近世火球リストと日本の江戸時代の流星スケッチカタログを作成

した。この 19 例の流星スケッチについて、適宜これまでも断片的に紹介してきた

が、改めて全スケッチを紹介するとともに、現存する中で最古と見られるスケッチ

が発見できた事を紹介する。 

 

３ 「流星の音について」 

小林美樹 

明るい流星を目撃する時は必ずといって良いほど流星とほぼ同時か若干先に音が

聞こえるため、それが明るい流星の特徴であると思い込んでいた。音が聞こえると

いう現象は普通ではない事を知り、更に、流星より先に音が聞こえるという発言は

非常に驚かれた。雷では光速と音速の違いを利用して、雷雲が近いのか遠いのかを

測っていたが、流星の音は音速で伝わる雷の音とは異なるものであろうと漠然と思

っていた。私が聞いた流星の音を数例報告する。 

 

４ 「2012 年 10 月りゅう座流星群の MU レーダーヘッドエコー観測」 

○藤原康德、Johan Kero、Csilla Szasz、阿保真、中村卓司 

2012 年 10 月の 10 月りゅう座流星群（ジャコビニ流星群）の MU レーダーでのヘッ

ドエコー観測の結果について紹介する。 

 

５ 「速度変化から推定する低速火球の破砕」 

司馬康生 

自動流星観測ネットワーク、SonotaCo ネットワークによって撮影され、上田昌良氏

によって軌道計算された隕石落下検討を行った低速火球について、その速度の指数

関数近似について検討した。また、単純アプレーションモデルによるシミュレーシ

ョンを当てはめた。これらの結果から推定できる落下中の破砕について議論する。 

 

６ 「ふたご座流星群」 

小関正広 

ふたご座流星群の研究を概観し、今後の観測・研究課題を探る。 



７ 「超高感度デジタルカメラによる流星痕観測数の考察 －ふたご座流星群の観測

から－」 

戸田雅之 

2007 年に発売された超高感度デジタルカメラ、ニコン D3 を使った流星と流星痕観

測を始めて今年で８年目になる。ISO25,600（観測条件で 6,400 や 12,800 も使用）

とシャッタースピード１秒（2011 年から 0.77 秒に変更）の連続撮影で流星本体と

流星痕を記録している。 

昨年の流星会議ではふたご座流星群の流星痕有痕率が 12％(2010)→67％(2012)と

大幅増加と報告した。2013 年の有痕率は 44％であった。本発表では超高感度デジ

タルカメラによる流星痕観測の高有痕率について考察を行う。 

 

８ 「流星輻射点の予報計算法」 

長谷川一郎 

流星の母天体の軌道を黄道面に投影して地球の軌道と交差する点で流星が出現す

るという条件を満足する様に母天体の軌道を改変する（回転ではない）方法は １）

近日点引数 または、２）近日点距離を変化させる方法である。1990 年に提案した。

この方法によると、観測から得た流星出現時刻と軌道を用いて輻射点を予想するこ

ともできる。 

 

９ 「近年の流星群におけるダスト・トレイル予報とその出現の状況」 

佐藤幹哉 

昨年のみずがめ座η流星群や、今年のきりん座流星群、また本年末に期待されるほ

うおう座流星群など、ダスト・トレイルモデルによって予報された近年の流星群に

ついて、その出現の動向をご紹介する。 

 

1０ 「TENGEN スカイモニターによる流星・火球観測」 

○伊代野淳，和田直己，戸田詠一（岡山理科大学理学部基礎理学科） 

流星・火球検出を目的として現在岡山理科大学理学部基礎理学科で運転している天

体現象モニター（TENGEN）の観測結果並びに今後の計画について紹介する。また、

今後アップグレードとして考えている機能の追加についても紹介する。 

 

１１ 「岡山天体物理観測所(OAO)スカイモニターによる火球リスト」 

下田 力 

OAO のスカイモニターは天候確認用に web 上に画像を公開しているが、その画像に

写りこんだ火球のリストを示す。 

 

１２ 「火球パトロールの将来についての展望」 

○下田 力，川上 浩 

日本における火球パトロールの今後について、機材と解析方法の展望を紹介する。
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オーストラリアでの“みずがめ座η流星群”の観測 

柳 信一郎 

みずがめ座η流星群の観測を目的とした海外遠征はこれで３回目になる。今年（２０１４年）

はオーストラリア・ケアンズ近郊のアサートンという町で流星観測を行った。本報告では全天

計数観測の結果をまとめると共に、１９８７年，１９８９年の観測結果と比較した。 

１．遠征の記録 
今年（２０１４年）を含めた過去３回の海外遠征は次の通りである。 

１９８７年４月３０日〜５月１０日 （このうち観測したのは３夜） 

重野氏を隊長にして６名が遠征。メルボルン近郊のモアマ（Moama）とウォンブータ

（Womboota）に分かれて４連カメラ２セットを用いて２地点同時観測を行った。 

柳はラムカ観測（眼視観測）を行った。以下は柳の観測地のデータである。 

2/3,4/5 Womboota E144°34′09″S35°54′13″H=92m 

5/6   Moama   E144°44′56″S36°06′04″H=97m 

１９８９年４月２７日〜５月７日 （このうち観測したのは３夜） 

重野氏を隊長にして７名が遠征。内陸部のマウント・アイサ（Mt.Isa）で４連カメラ２

セットを用いて２地点同時観測を行った。 

柳はラムカ観測（眼視観測）を行った。以下は柳の観測地のデータである。 

2/3,4/5,5/6  Mt.Isa  E139°23′58″S20°57′36″H=400m 

２０１４年５月３日〜５月８日 （このうち観測したのは２夜） 

家族旅行という形で２名で遠征。ケアンズ近郊のアサートン（Atherton）で全天計数観

測を行った。 

4/5,5/6  Atherton E145°28′43″S17°14′10″H=770m 

２．観測結果 
以下に２０１４年の観測結果を示す。 

時刻は日本時間（ＪＳＴ）で表示する。現地時刻は日本時間＋１時間（UT+10h）である。 

観測方向は天頂で、記録はさぐり書きで行った。 

DATE       JST     Time  aM   Spo   ηAqr      Lm    CL    Dir 

May 2014 

04/05  03:00-03:30  30   19     5    14        5.5    0     Z 

04/05  03:30-04:00  30   27     9    18        5.2    0     Z 

04/05  04:00-04:30  30   15     8     7        4.5    0     Z 

05/06  02:30-03:00  30   44    24    20        5.5    0     Z 

05/06  03:00-03:30  30   31    14    17        5.0    0     Z 

05/06  03:30-04:00  30   28    10    18        4.7    0     Z 

05/06  04:00-04:30  30   51    16    35        4.5    0     Z 

１日目と２日目で最微等級（Ｌｍ）がほぼ同じだったのに、散在流星の数が大きく異なって

しまった。主たる原因は慣れない南天の星座だったので、群判定を間違えたためだと思う。 
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３．これまでの観測結果との比較 
１９８７年，１９８９年，２０１４年の観測結果を比較する。 

１９８７年，１９８９年は空の一部を区切って“ラムカ観測”を行ったが、本報告ではこの時に

記録されたラムカ外の流星も含めて全天計数観測とした。 

光度比は３年間の全流星から求め、１.８７と仮定した。 

図－１に太陽黄径とＺＨＲの関係を示す。 

図－１ 太陽黄径とＺＨＲの関係 

図－１によれば今年（２０１４年）の活動は１９８７年よりやや活発だったと推定される。 

しかしプロット状況から判断すると、輻射点の高度補正が充分であったとは思われない。 

図－２では補正を行う前の流星数、すなわち観測された群流星の１時間あたりの個数（ＨＲ）

で比較する。但し観測は３０分ごとに区切り、時間補正を行っている。（１９８７年５月５／６日

だけは６０分の観測記録を用いた。） 

図－２ 太陽黄径とＨＲの関係 

縦スケールが広がった分、バラつきが大きくなっている。実際に観測された群流星の個数

では２０１４年の活動は平均的なものであったと判断できる。但し 2014 年 05/06 日の午前４

時代はＨＲ＝７０に達しており、活発に出現した可能性もある。今後の活動に期待したい。 

今年の遠征では“みずがめ座η流星群”が健在であることを確認できた。 
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４．写真に写った流星 
今回の遠征では眼視観測の傍らで流星写真も撮影した。（流星の写真観測ではありません。） 

カメラ：Canon EOS 5D Mark Ⅱ 

レンズ：Canon EF 24 ㎜ F1.4 L Ⅱ 

撮影条件：ISO 12800  5/5 F 1.6 5/6 F 1.4  JPEG  sRGB  4 秒露出  2 秒巻上げ 

撮影方向：天頂  画面の向きは 5/5 日と 5/6 日で異なります 

 

撮影結果 

2014 年 04/05 日 02:40〜04:45(JST)  群流星 １５ 

2014 年 05/06 日 02:30〜04:45(JST)  群流星 ２６ 

 

図－３に 05/06 日の群流星が写る時間間隔をグラフにした。横軸は写真を時系列に並べた

時のコマ番号で、縦軸は次の流星が写るまでの時間間隔を示す。 

図－３ 流星が写る時間間隔 

コマ番号が大きい方が明け方で、輻射点高度が高くなっている。図－３では明け方に向か

うに従い間隔が短くなる（流星数が多くなる）傾向が認められる。コマ番号が最後の方は薄明

の影響を大きく受けていると考える。 
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はじめに
　流星の音を聞いた事があ
ると言うと聞いた経験の無
い人から必ず言われる事は
「貴方は音速と光速の違い
を知らないのか」です。
　雷を例にすれば、光った
瞬間から音が聞こえるまで
の時間の差を利用して、
距離を測ることができ、
実際この仕組みをよく利用
していました。
　流星からの音は、音で
あって音ではない不思議な
現象だとされており、今回
は私が過去に実際聞いた
流星の音について、その
時の状況を振り返ります。

　今回、発表のきっかけと
なった流星(火球)
　カメラのフィルム消化を
していた時で時計を持って
おらず、出現時間知りたさ
にNMS同報に書き込みをし
ました。

　出現時間を知りたかった
のは、火球報告をしようと
思ったためでした。
　PCソフトを持たず、手作
業で経路プロットをしてお
り、火星の正確な位置を調
べて、星図にプロットする
までにかなり時間を要して
しまい、結局報告はしませ
んでした。しかも、その後
そのプロット図を紛失しま
した。間抜けな話です。
　結局、火球報告は時期を
失してしまったので、報告
せず、お騒がせしました。



　同報に書き込みをしまし
たら、上田様からこの火球
だろうということで、写真
を提供していただきました｡

　同じく、同報で、下田様
から、経路図を提供してい
ただきました。観測者が６
名おいででしたので、精度
の低い私が、火球報告をす
るとかって混乱の元となっ
た事と思いました。

志摩半島沖から長野県伊那市
に向けて流れvo49.2km/sで
170㎞も飛んでいました
　以上、下田様より

　本格的に流星を観ようと
思って始めた第１回目の観
測です。但し、我流なので
最微等星とかは気にせずに
ただ、計数観測のみを行い
ました。
　空の条件はＭ31がはっき
りと肉眼で確認できました｡
なので、途中から望遠鏡を
出して星雲観測をしていま
した。さすがに空が明るく
なったので、望遠鏡を片付
けている時の出来事です。
　音は、同時とその時は思
っていたが、今では先なの
か、後なのか、同時なのか
わからなくなってしまいま
した。
３回はbeginner's luck？



　一晩中観測をしていて、
そろそろ観測をやめようか
としていた頃に出現。
　グループで観測｡

　私としては、自分の人生
で一番流星を沢山観測した
日。そして、日本中が流星
で騒いだ日。1972年のジャ
コビニは10才で、まだ流星
には目覚めていませんでし
た。今から思うと残念。

市 　３時以降、計数観測から
写真撮影に切り替えた。写
真の撮影方向はおおぐま座
たっだので、そちらを観て
いた時でした。

　流星の音は「音」という
言葉を使うが本当に「音」
なのでしょうか。



　上のイラストを見ると、
何となく自宅や職場等の
電話の着信音が頭をよぎる
と思います。
　それと同じ原理で、明る
く経路の長い流星はなんと
なく音がしているように思
う。実際、ある夏の日没前
に遭遇した火球がそうでし
た。音がしていた様な気が
したのですが、冷静に考え
ると音はしてませんでした｡
　1985年のジャコビニ騒動
の人工天体の落下と同じく
人工天体の落下と思います
が、テレビ、新聞等で全然
話題になりませんでした。
この火球の事を知りたくて
流星研究会に入会しました｡
　但し、音はしなかったと
自分の中で納得してしまっ
たため、日時等は忘却の彼
方です。植木の水やりとい
う日常生活の中での出来事
でした。

　これらの他、お腹が出て
いる人、メガネを掛けてい
る人などが聞こえやすいと
されています。

　歯の詰め物については、
テレビドラマのトリックで
使ったそうです。
　私の場合、他に幻聴のよ
うなものは聴かないので、
幸いです。



　その当時、同時流星観測
の知識に乏しかったので、
私の聞き方が要領を得ない
聞き方であった為か、流星
そのものを特定する事に時
間を要しました｡
　現在ではSonotaCoNetwork
や、スカイモニター等で検
索ができ、大変便利です。

　両者の観測地点です。

　音が光よりも先に聞こえ
るという不思議な現象は、
どの様にして起きているの
でしょうか？
　流星の電磁波といえば、
電波観測があり、それを
再考しました。



　分かり易くする為に電磁
波の種類を図表化してみま
した。

　ケイ博士来日記念講演
より
　プリグラム隕石の模式図
を参考に作成しました。
　最大光輝の後プラズマが
発生し、プラズマが地球磁場
を変化させ、地球磁場が元の
状態に戻る時に音が発生する
というのがケイ博士の発生の
メカニズムです。

　はやぶさの場合、流星と
比べると遥かに大きな物体
ですので、単純に同じ現象
とは言えないです。
　なお､これ以降｢衝撃波｣
という言葉を使用しています
が、これは左記講演会で配付
されたレジュメに「物体が
大気圏に突入すると衝撃波が
生ずる」という一文があった
ため、この言葉を使っており
ます。
また、この音はレコーダー

に収録されていたもので、現
地で実際にこの音が耳に聞え
た人はおいでではなかったら
しいです。



　大気圏内と一口でいって
も､大気圏内には色々な層が
あり､範囲も広範囲なので、
簡単に図式化しました。

流星はＥ層で光るとされて
いるので、光より先に音が
する場合、Ｅ層より高い高度
の場所で現象が起きている事
と思われます。

　ここで、高度200kmと数字
を入れていますが、根拠は
ないです。ただし、1975年
2月のSKY AND TELESOPEに

場

上記のイメージ図があり、そ
れを参考としました。この図
は、前出のプリグラム隕石の
模式図同様最大光輝の後に
流星の元が細かくバラバラに
なる事を示しているものであ
り､高度200kmで衝撃波により
音が発生するメカニズムを示

付 しているものではないです。
空気抵抗その他を考慮する

とF1層と言われる高度と思わ
れます。今回は準備不足で他
の論文等を検索しておりませ
ん。

現



　これからは、眼視観測と
平行して耳聴観測も行いた
いと思います。
　この先、何回音を聞くこ
とができるかはわかりませ
んが、いつか又必ず遭遇で
きると信じて観測したいと
思います。

事 　難しいのは功を焦り、
「気がする」を「音が聞こ
えた」にしない事です。
冷静に観測をしないといけ
ないと自戒しております。

　テレビ観測や写真撮影の
ように、レコーダーのみを
おいて録音のみを単純に行
えばいいと考えておりまし
たが、どうも、そのような
単純なことではないようで
した。
　録音された音は、実際に
人間の耳に可聴音として聞
こえるものなのかは実際に
聞いた人が「聞こえた」と
言わない限り立証できない
からです。
　逆に自分に聞えた音であ
れば、その時間に録音され
いる筈であり、録音されて
いなければ「空耳」を証明
することとなると考えられ
ます。

最後に
　ご静聴ありがとうござい
ました。
　資料をご提供下さいまし
た長谷川先生､丸山事務局長
のご厚意に深く感謝致しま
す。
　同報で情報を提供下さい
ました皆様、ありがとうご
ざいました。

せ



























ふたご座流星群 
2014/7/20 あづみの流星会議 

日本流星研究会 小関正広 

１．はじめに 

この流星会議で「ふたご群」をテーマに取り上げようということになったきっかけは、昨夏、長谷川先生が

紹介された観測・研究である。 
(1) 3200 Phaethon (1983 TB)の「尾」が 2009 年と 2012 年に観測された。 
(2) Ryabova が 2014 年に放出された流星物質が地球軌道に接近すると推算した。 

２．ふたご座流星群の観測史 

1862 年に初めて観測されたとすることが一般的である。19 世紀では

極大時において HR<20 程度であったようである。それ以前の記録につ

いてはっきりしたことは分からないが、出現数が少なかったことは想定

できる。右図は藪さんが日本の眼視観測からまとめられたものだが、出

現数が増加している様子が明らかである。 
写真観測の登場によって、ふたご群の軌道が特異なものであることが

明らかとされた。さらに、電波観測によって、昼間ろくぶんぎ群がふた

ご群に関連する可能性が指摘されるようになった。 
1983 年に IRAS 衛星によって発見された小惑星が Whipple によって、

ふたご群の母天体と指摘され、Phaethon の名が与えられた。 
現在、計算機・技術の発達によって、昼間ろくぶんぎ群は 2005 UD

という別の母天体が想定されるようになったが、これらはいずれも

3200 Phaethon (1983 TB)から分離したものと推測されている。 
３．ふたご座流星群の観測 

トレイル理論によって、ふたご群の過去も未来も分かったとすれば、今さら何を観測するのかという疑問を

持つ人もいるであろう。しかし、分かっていることはまだ一部に過ぎない。その一端を紹介することを本稿の

目的としよう。 
２月に行われたＭＳＳで明大天文部によるふたご群の眼視観測を取り上げた。その際に示したグラフが下図

の右端である。３枚の図は、ふたご群／散在流星の比を対数で示したものである。散在流星数とふたご群の流

星数がともに流星の光度によって指数関数的に変化するならば、このグラフは直線的なものとなるはずである。

２月の観測指針でも説明したが、流星群の光度比を求める方法の一つでもある。 

このグラフを用意した当初は、マイナス等級の部分（◇）は流星数が少ないための誤差（光度見積もり、群

判定等）によるものと考えていた。しかし、ＮＭＳ同報に報告されている明大天文部の観測を過去にさかのぼっ

て調べると、毎年、同じ傾向が見られることに気付いた。上図の左と中央のグラフである。 
手元には使えるだけの数がある群流星と散在流星の光度分布を他に見つけられなかったので、眼視観測では

なく、SonotaCo ネットのビデオ観測を用いてチェックすることにした。群流星と散在流星の視認率（捕捉率）

が等しければ、眼視観測でなくても、群流星／散在流星の比は光度の等比級数になるはずである。試みにペル

セウス群／８月の散在流星の比を次ページに示す。なお、群判定は SonotaCo ネットによるものである。 
「群流星と散在流星は光度の等比級数としてあらわされる」、「群流星と散在流星の補足率は等しい」という

仮定が十分成り立っていることが分かる。グラフが上下するのは、年によって群流星または散在流星の絶対数

が異なっているためである。また、グラフの両端で直線から外れる年があるのは、明るい流星は少数であり、

暗い流星の捕捉率が低く、得られる流星数がこれまた少ないことによると考えられる。 
ここで、両端を除外せずに 2012 年のグラフについて近似直線を求めると、-0.2517m-0.0325 であり、散在流

星の光度比を 3.5 と仮定すると、2012 年のペルセウス群の光度比は 1.96 と求められる。 
この手法がビデオ観測でも十分機能することを確認したうえで、ふたご群の流星について同様に SonotaCo

ネットのデータを用いて調べてみると、非常に興味深いことが分かった。ふたご群の光度分布は明大天文部の

観測同様、0 等よりも明るい部分で折れ曲がっていることが確認される。このグラフで左下がりになるという

ことは、散在流星よりも光度比が大きいことを意味する。つまり、ふたご群の流星では明るい流星の割合が散



在よりも少ないということになる。2012 年の観測を

極値となる 0.5 等で二分して光度比を求めると、

m<0.5 で r=4.66、m>0.5 で r=2.59 となる。仮に 0 等の

流星が 100 個見えたときにそれより明るい流星の数

がどう変化するかを示すと次のようになる。 
m r=2.59 r=4.66 ペルセ 散在 r=2.17 
 0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
 -1 38.6 21.5 51.0 28.6 46.1 
 -2 14.9 4.6 26.0 8.2 21.2 
 -3 5.8 1.0 13.3 2.3 9.8 
 -4 2.2 0.2 6.8 0.7 4.5 

ペルセウス群については先ほどの r=1.96、散在に

ついては仮定に用いている r=3.5 をあてはめている。

明大天文部の 2013 年の観測で m=0-4 の範囲で r=2.17
という値が得られているが、SonotaCo ネットの 2011
年の観測でも r=2.11 になる。明大の値をもとに計算

した数字を最終列に示す。ペルセウス群と散在につ

いては実感にかなりあっていると思われる。ふたご

群について r=2.59 という数値は過大であり、実感と

いう漠然としたものではあるが、m<0 において r=4.66
という数値は適切なのではないだろうか。「ふたご群

に明るい流星は少ない」というのは、ふたご群の光

度分布が単一の指数関数ではなく、0 等付近を境に屈

曲していることによるものだったといえる。 
２月のＭＳＳで、「続きは流星会議で」と話したの

は、光度分布の 0 等級での屈曲が実在するものらし

いと気付き、確認して流星会議での発表につなげる

意図であった。明大天文部の眼視観測を集約するこ

とがなければ、このことに注意を向けることはな

かったろう。最近では、眼視観測が減少し、団体の

観測報告は稀になっている。しかも、経験の浅い者

が混在する報告は価値が一段低く見られがちである。

しかし、このように重要な現象を見出すことのでき

る宝の山ということを忘れてはならない。はるか以

前に観測経験ゼロの高校生たちのしぶんぎ群の観測

をマル東で報告したことがある。そのときにも、「扱

い方によっては、データ数の多い学生の団体観測は有用である」ことを述べた。2011 年のＭＳＳで報告して

いるが、明大天文部のペルセウス群の光度分布は SonotaCo ネットのもの同様に単一の指数関数を示唆してい

たことを補足する。 
４．まとめ 

ふたご座流星群の観測が今後も必要であることは、明大天文部の観測だけでなく、内山さん、戸田さんの研

究からも明らかである。流星体の空間分布の違い・変化、また、流星体それ自体の物理的特性などを探求する

ことにより、Phaethon 本体の性質についての問題（死んだ彗星なのか、特異な小惑星なのか）にも解決の糸口

が与えられるであろう。 
５．終わりに 

Jenniskens は Jones と Hawkes の計算を基に、ふたご群は 2050 年頃に ZHR=190 というピークを迎えると推定

している。しかし、以前には Plavec の計算によって 20 世紀にふたご群はピークを迎え、21 世紀には消滅する

と言われていた。このように、現在の流星群の構造モデル（トレイル理論等）は流星物質の放出等にかなりの

仮定が入っている。最近では、209P/LINEAR から「きりん群」が出現すると予報されたが、貧弱な出現に終

わった。これも彗星からの流星物質放出が仮定よりはるかに少なかったことによる。 
トレイル理論は観測事実に合わせるよう、仮定を修正しながら、よりよい予測になるよう変更を重ねていか

ねばならない宿命を持つ。流星物質の放出現場を観測できていないのだから当然である。今年のふたご群がど

のような振る舞いをするのか、Ryabova の予想を確かめるのは観測しかない。半径~1µm の粒子が~3×105 kg.
放出されたと推定されているが、3200 Phaethon (1983 TB)の質量は~2×1014kg、ふたご群を構成する流星物質は

総量が 1012~1013kg と考えられている。2009 年と 2012 年に観測されたレベルの放出だけでふたご群が形成さ

れたわけではない。ふたご群の観測結果によって、これらの<推測>の当否を確かめることができる。 
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１．みずがめ座１．みずがめ座１．みずがめ座１．みずがめ座ηηηη流星群 流星群 流星群 流星群 2013201320132013年年年年 

 ハレー彗星（1P/Halley）を母天体とする流星

群は、オリオン座流星群（昇交点）とみずがめ

座η流星群（降交点）が存在する。オリオン座

流星群は2006～2010年に活発化したが、これ

らはダスト・トレイルの接近によってもたらされ

たことを著者らが解明している（Sato & Wata-

nabe 2007 、Sekhar & Asher 2014）。そこで、

同様の方法をみずがめ座η流星群にも適用

し、ダスト・トレイルの分布状況を調査した。 

 その結果、およそ3000年前に放出されたダ

ストが形成するダスト・トレイルが、2013年に接

近することが判明した。予想される極大時刻は、5月6日5時～22時（世界時、日本時では6日14時～7日7時）であった

が、放出から3000年が経過しダストの分布はもう少し広がっている可能性があった。 

 実際に、眼視観測（図3）、および写真観測（図4）どちらにおいても、予想された極大時間帯の前後でみずがめ座η

流星群の活発化が観測され、モデル計算が正しいことがうかがわれた。今後においては、2029年～2030年に活発化

することが予想される。    

予想極大時間帯 

2013年 

2012年 

2011年 

近年の流星群におけるダスト・トレイル予報とその出現の状況 

佐藤 幹哉 （かわさき宙と緑の科学館) 

 2012年から2014年にかけて、地球にダスト・トレイルが接近した、あるいは今後接近する興味深い流星群につ

いて、その予報の状況や実際の出現状況について報告する。    

図1 ダストの分布状況 

Time (降交点通過時刻) 

降
交
点
に
お
け
る
日
心
距
離 

 

(au) 

放出年：-1403～295年 

 

2013年 

図2 ダスト・トレイルの分布 

表1 2013年のダスト・トレイルのデータ 

放出年 ΔR 放出速度 fM Vg 公転周期
Date (UT) Time LS(2000) (au) (m/s) α(deg.) δ(deg.) (km/s) (yr)

-910 2013 May 06.24 05:44 45.681 -0.0037 -2.36 0.038 337.78 -0.88 66.08 72.0

-910 2013 May 06.24 05:45 45.682 -0.0018 -2.12 0.095 337.77 -0.89 66.04 71.9

-910 2013 May 06.26 06:16 45.703 -0.0017 -2.05 0.038 337.78 -0.88 66.04 71.8

-910 2013 May 06.27 06:27 45.710 -0.0017 -2.11 0.017 337.79 -0.88 66.04 71.9

-910 2013 May 06.29 07:02 45.734 -0.0046 -2.50 0.11 337.82 -0.86 66.10 72.0

-910 2013 May 06.40 09:42 45.841 -0.0041 -2.29 0.035 337.88 -0.83 66.10 71.9

-1197 2013 May 06.53 12:37 45.959 +0.0021 +3.44 0.013 337.89 -0.80 65.99 71.7

-1197 2013 May 06.89 21:19 46.310 -0.0026 +3.43 0.012 338.14 -0.67 66.12 71.7

極大予測時刻 放射点位置

ΔR<0.005 au のダスト・トレイルを表示 
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図3 眼視観測の結果 図4 写真観測の結果 

Molau et al. 2014より転載し追記 
IMO : IMO  2013 (web), NMS : Uchiyama 2013 (web) より 

2029 

～2030年 

地球軌道 

 



２．きりん座流星群 ２．きりん座流星群 ２．きりん座流星群 ２．きりん座流星群 2014201420142014年年年年 

 2004年に発見された新しい周期彗星・リニアー彗星（209P/LINEAR）を母天体とする流星群が予測された。先行研

究により2014年にダスト・トレイルが接近することが判明し、全くの新しい流星群の出現が期待される状況であった。 

 計算結果を表2と図5にまとめた。19世紀初頭～20世紀初頭に放出され、形成されたダスト・トレイルがほぼすべて地

球軌道に接近する。この状況から、5月24日6:30～8:00（世界時、日本時では15:30～17:00）を中心に、極大となるこ

とが予想された。 

 先行研究を含めた予報の状況を表3にまとめた。これによると、接近するダスト・トレイルや極大時刻に大差はない

が、出現数では、マスロフ氏、ヴォバイヨン氏によってZHR数百規模が予想されていた。一方、著者は、今回のダスト・

トレイルの分布が、1946年の10月りゅう

座流星群（ジャコビニ群）の大出現の状

況に類似していると考え、母天体からの

ダストの放出度合いの指標を彗星の標

準等級で、ダスト・トレイルの濃度の指標

をfM値で代表し、2014年のきりん群の出

現状況を予測した（表4）。この結果、

1946年のりゅう座群の出現に対して、ダストの放出として

約230分の1、ダスト・トレイルの濃度として約3分の1であっ

た。トータルでは約500～1000分の1が予想され、実際の

出現数から推測すると、2014年のきりん座流星群の出現

はZHRで10～30程度ではないかと予測された。 

 実際の観測結果を図6に示す。IMOによる眼視観測で

は、ZHR=20程度の極大が予報時間帯

付近で観測された。また杉本氏集計の

HROでは、これよりは若干多いZHR=40

程度の極大が観測された。これらから

きりん群の活動は、著者の予報に近い

出現規模であったと考えられる。このこ

とから、今回の流星の元になったダスト

を放出した過去においても、母天体は

現在とほぼ同様の彗星活動をしていた

ことが推測された。    

トレイル Δr 放出 fM Vg

放出年 日付 時刻 LS (AU) 速度 (速度)
(UT) (UT) (2000.0) (m/s) α(deg.) δ(deg.) (km/s)

1828 2014/05/24.28 06:36 62.832 +0.0010 +0.09 0.012 122.65 +79.19 16.18
・・・

1858 2014/05/24.28 06:39 62.835 +0.00095 +0.16 0.022 122.65 +79.19 16.19
・・・

1878 2014/05/24.28 06:47 62.840 +0.00080 +0.35 0.046 122.67 +79.18 16.19
・・・

1898 2014/05/24.29 07:03 62.851 +0.00025 +0.81 0.097 122.78 +79.16 16.20
1903 2014/05/24.30 07:10 62.856 -0.000045 +1.04 0.12 122.83 +79.14 16.20
1909 2014/05/24.31 07:25 62.866 -0.00061 +1.51 0.15 122.93 +79.11 16.21
1914 2014/05/24.33 08:02 62.890 -0.0020 +2.65 0.18 123.15 +79.03 16.24

放射点位置

予報期待される極大

表2 2014年のダスト・トレイルのデータ 

図5 ダスト・トレイルの分布 

計算者 極大時刻（日本時）
ダスト・トレイル

放出年
予想ZHR 出典

15時59分 1903 最も重要

16時15分 1909 最も重要

15時33分～16時49分 1818～1914

16時18分 1898～1919 200～300

16時55分 1763～1783 50～150

ヴォバイヨン 16時40分前後 1803～1924 100～400 3)

佐藤幹哉 15時36分～17時01分 1803～1914 15～30

ライチネン 1)

マスロフ 2)

表3 各研究者による予報の概要 
 

1) Jenniskens 2006, 2) Maslov 2014 (web), 3) IMCCE 2014 (web) 

10月りゅう座群1946年 きりん群2014年 対りゅう座群

母天体から
のダストの

放出

21P/Giacobini-Zinner
標準等級： 10.5等

209P/LINEAR
標準等級： 16.4等

約230分の１

ダスト・トレ
イルの濃さ

fM値：（総計）約3.0 fM値：（総計） 約1.0 約3分の１

実際の
出現数

ZHR：9,000～15,000
（予想ZHRとして）

10～30程度
約500～

1000分の1

表4 1946年の10月りゅう座群との比較 

 

図6 観測の集計結果 

IMO : IMO 2014 (web), HRO : Sugimoto 2014 (web)  より 

 

 



３．ほうおう座流星群 ３．ほうおう座流星群 ３．ほうおう座流星群 ３．ほうおう座流星群 2014201420142014年年年年 

 ほうおう座流星群は、1956年に大出現が観測されて見いだ

された流星群である。日本初の南極観測隊を載せた南極観

測船・宗谷の船上で見事な流星雨が観測された（Huruhata 

&  Nakamura  1957）。母天体はブランペイン彗星（289P/

Blanpain）であるが、1819年に発見された後、長期間観測さ

れていなかった。2003年に小惑星2003 WY25 として再発見さ

れて軌道が確定し、ダスト・トレイルの計算が可能になった。

著者らは、1956年の大出現が、18世紀～19世紀初頭のダス

ト・トレイルによりもたらされたものであることを報告している

（Watanabe, Sato, Kasuga 2005）。さらに、ダスト・トレイルモデ

ルにより、2008年、2014年、2019年に出現の可能性を報告し

ている（Sato & Watanabe 2010）。この中で最も条件の良い

2014年の状況を解説する。 

 2014年には、1909年～1930年に母

天体から放出されたダストが形成する

ダスト・トレイルが接近する（表5、図7）。

極大は12月1日23時～2日1時（世界

時、日本時では2日8時～10時）が期待

される。ダスト・トレイルの状況は、1956年の大出現時に近い。ただし

接近するダスト・トレイルのfM値の総計は、1956年の0.22に対して、

2014年は0.13と、約半分である。1956年のHRが300と報告されてお

り（Huruhata & Nakamura 1957）、ダストが放出されたときの母天体

の活動度を考慮しなければ、HRレベルで150程度が期待されること

になる。実際にどのくらい出現するかを観測することで、ダストを放出

した20世紀初頭の母天体の活動度を推測できるだろう。 

 なお母天体には、2004年3月に非常にかすかなコマの流れのよう

なものが観測されている（Jewitt 2006）。また母天体は、2013年7月

に20等台の彗星状天体として検出され、その後17等級台に増光し

た。これらから、短周期彗星・289Pとして正式に登録されることに

至った。つまり、現在も彗星活動は継続しており、20世紀初頭もなん

らかの彗星活動はあったと考えられる。小規模活動の可能性は高い

ながらも2014年の流星群の活動は確実であろう。図8のように極大時

の観測に適しているのは、南米の東部や大西洋の中～南部である。治安なども考慮して、著者らはカナリア諸島での

観測を計画している。なお、軌道傾斜角が小さいこと（約7度）、1956年の活発な流星活動が数時間に及んだことを考

慮すると、出現の開始から終了までは、ある程度長時間にわたる可能性がある。したがって、国内でも群活動を検出

できる可能がある。放射点は、ちょうこくしつ座の北部（くじら座β星＝デネブカイトスの南側）にある。国内でも夜半前

までは地平線の上に位置し、観測が可能である。 

４．こぐま座流星群 ４．こぐま座流星群 ４．こぐま座流星群 ４．こぐま座流星群 2014201420142014年年年年 

 母天体は周期約14年のタットル彗星（8P/Tuttle）である。これまでに1945年、1981年、1986年、2000年などに活発

化した。2014年は、1945年、1986年、2000年と約14年周期で地球と接近しているダスト・トレイル群と遭遇する。詳細

な計算は完了していないが、概略値では、12月22日20時～23日1時台（世界時、日本時では23日5時～10時台）にダ

スト・トレイルと接近し、活発化することが期待される。 

● 1898 年年年年年

● 1903 年年年年年

Sato, Watanabe 2010 より改変

 

トレイル Δr 放出 fM Vg

放出年 日付 時刻 LS (AU) 速度 (速度)
(UT) (UT) (2000.0) (m/s) α(deg.) δ(deg.) (km/s)

1914 2014/12/01.96 23:03 249.472 -0.00094 -1.24 0.016 7.89 -27.25 9.79
1919 2014/12/01.97 23:15 249.480 -0.00070 -1.98 0.026 7.91 -27.27 9.78
1925 2014/12/02.00 23:59 249.511 -0.00020 -2.33 0.030 7.94 -27.36 9.77
1909 2014/12/02.02 00:27 249.531 -0.000037 -1.74 0.022 7.98 -27.49 9.78
1930 2014/12/02.05 01:07 249.559 +0.00064 -2.94 0.036 7.99 -27.52 9.76

放射点位置

予報期待される極大

図7 ダスト・トレイルの分布 

 

 

図8 極大時（23時UT）に放射点方向から見た地球 

 夜側（図の右側）で、中心に近い場所が放射点が高い。

ただし、夜側でも境界線に近い場所は薄明中である。 

表5 2014年のダスト・トレイルのデータ （最新計算版） 

Sato & Watanabe 2010 より 



５．５．５．５．10101010月りゅう座流星群（ジャコビニ群） 月りゅう座流星群（ジャコビニ群） 月りゅう座流星群（ジャコビニ群） 月りゅう座流星群（ジャコビニ群） 2012201220122012年年年年 

 ジャコビニ・ツィナー彗星（21P/Giacobini–Zinner）を母天体とする10月りゅ

う座流星群は、1933年、1946年、1985年、1998年に大出現が観測されてき

た。また2011年には、ダスト・トレイルモデルによるこの群に対しての初めて

の予報が出され、実際に活発な出現が観測された。2012年は、2011年と比

べると条件が悪く、筆者は軽微な活動にとどまるであろうと予測していた。と

ころが、レーダー観測を初め、中規模の出現が観測された（Fujiwara 2014 

他）ため、データを見返すことにした。 

 最も接近するのは、接近距離 0.0004 au の1966年トレイルである。シミュ

レーションでは、折り返し部分で2本分の濃さとなり、fM値の合計は約0.05で

ある。この流星群は、1999年に中規模な出現（ZHR=50程度）をしているが、

2012年と似たようなダスト・トレイルの状況下にあった（Sato 2004, Sato 

2008）。このときに接近した1959年と1966年のダスト・トレイルのfM値は0.20

と0.26であり、これと比較すると2012年は

概略としておよそ10分の1程度にとどまる

と考えられた。ところが実際には、1999

年同様の中規模な出現が観測されたよ

うである。これには、fM値が0.24とダスト

の濃度の高い、0.0042au 離れた別の

1966年トレイル（図9で一番右側に図示）

が関与している可能性が考えられる。

1959年と1966年の母天体の近日点距離

は、0.93 ～ 0.94au で あ り 通 常 時（約

1.0au）よりも太陽に6～7%近い。このた

め、ダストが活発に放出されたり、また活発に放出された期間が長かったりすることで、2012年に接近したダストの分

布が広くなり、（fM値の大きい）1966年トレイルが出現に関与したのかもしれない。このほかにも、日本などで観測され

た1985年の大出現をダスト・トレイルモデルで完全には説明できない（モデルの結果以上に活発であった）など、この

群には予測や検証が難しい面がまだ残っている。研究上の課題であり、今後さらに詳細に検討していきたい。 

 

表6 2012年のダスト・トレイルのデータ 

図9 ダスト・トレイルの分布 

トレイル Δr 放出 fM Vg

放出年 日付 時刻 LS (AU) 速度 (速度)
(UT) (UT) (2000.0) (m/s) α(deg.) δ(deg.) (km/s)

1959 2012/10/08.69 16:40 195.624 +0.0012 +38.70 0.0033 262.79 +55.84 20.99
1966 2012/10/08.70 16:48 195.630 +0.0042 +43.07 0.24 262.37 +55.76 20.91
1966 2012/10/08.73 17:28 195.658 +0.00041 +51.34 0.027 262.51 +55.60 20.96
1966 2012/10/08.73 17:28 195.658 +0.00040 +51.35 0.022 262.52 +55.61 20.96

放射点位置

予報期待される極大

 

トレイル Δr 放出 fM Vg

放出年 日付 時刻 LS (AU) 速度 (速度)
(UT) (UT) (2000.0) (m/s) α(deg.) δ(deg.) (km/s)

1959 1999/10/09.45 10:51 195.714 -0.0026 +59.98 0.20 262.83 +55.48 21.01
1966 1999/10/09.50 12:00 195.761 -0.0014 +69.42 0.26 262.50 +55.26 20.94

放射点位置

期待される極大 予報

表7 1999年のダスト・トレイルのデータ 
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第 55 回流星会議信州あづみの報告 

 

 去る７月 20～21 日、長野県安曇野市ビレッジ安曇野を会場に第 55 回流星会議が 42 名（うち講

演会のみ参加が 5名）の出席で行われた。関西方面からは交通事情で到着が遅れる方も見えたが、

申し込み全員の方に無事お越しいただけた。 

 開会行事では実行委員あいさつに続き小関会長からご挨拶をいただいた。顔と顔を突き合わせ

ることができる流星会議の役割をお話しいただいた。 

 １日目の研究発表は、幅広い参加者の流星や流星観測に対する理解のため、バラエティーに富

んだアプローチと、ふたご群に関する総合討論へ向けた内容とした。 

 講演は、安曇野市出身である国立極地研究所の三澤啓司准教授による「ドームふじ氷床コアか

らみつかった地球外物質の起源」が行われた。お話は、宇宙から地球に降り注ぐ塵等のさまざま

な探査採取状況から入った。ドームふじなどの氷床上での南極氷河の掘削コア（φ100mm）はまず

目視で内容物の様子が検査され、一般にはテフラ（火山灰）が多く挟まれる。その中から複数地

点のコアに共通して珪酸塩鉱物の粒子が含まれる層が２層見つかり、同位体組成、構造等から、

深度 2,641 メートルのもの（43 万 4000 年前）は隕石のような天体が南極氷床に衝突して氷クレ

ーターを形成し、その際に溶融したものが広範囲に飛び散ったもの（南極大陸地表を構成するも

のは含まれない）、深度 2,691 メートルのもの（48 万 1000 年前）は彗星のような天体が大気上層

で爆発し溶融・凝集して形成されたものと見られるという。また、採取量から推定すれば、その

天体の大きさは直径 100 メートルを超えると推定される。氷床は圧密や地熱で解けるため 80 万年

程度までしかさかのぼれないが、その間にこの地域で２回のこのようなイベントがあったことに

なり、天体衝突の頻度、衝突時の振る舞い、そして及ぼす影響がどのようであるかをお話しいた

だいた。 

 夕食後は、少し口が滑らかになったことを期待して、話題高まるふたご群のバックグラウンド

の理解と今後の観測対応に向けた討論の時間を１時間ほど持った。関連する研究発表に対する質

問から初めて、ペルセ群との対比や母天体とされるファエトンとの関連などについて、情報交換

がされた。まず、母天体ファエトンと流星物質の関係が話題となった。小惑星なのか、彗星なの

か、その中間なのか、流星物質の放出の仕方はどのようなメカニズムなのかよくわからない。太

陽に非常に接近するため非重力効果の設定も難しくも、したがって、ダストトレイル理論もあて

はめられるかわからない。ダストトレイル理論の一般的な設定では 2000 年、3000 年でも地球軌

道に届かないため、非常に低速で放出されたものかたいへん古い放出であることになってしまう。

また、ファエトンとろくぶんぎ群の母天体とされる 2005UD との関係、12 月オリオンの母天体と

される 1947ＸＣという小惑星など、このような天体と流星群活動との関係の解明の必要性に話が

及んだ。 

 ふたご群が近年明るい流星が多くなっていると指摘されていることに関しては、観測数を増や

して散在との比較を含めて確認していく必要性が求められた。また、極大前後で全く様相を変え

る（極大後が明るい）ことから、極大を挟んで観測できる今年（2014）から来年の観測の重要性

が挙げられた。また、有痕率の変化についてはその物理現象の把握とともに解明していく必要性

が挙げられた。 

 注目を集めつつあるふたご群だが、若い人たちを観測に連れて行く様な環境整備やその後のフ

ォローも必要で、また、得られた情報や成果は積極的に発表していくよう要請があった。 

 21 時からは幹事会と第６分科会がふすま２枚隔てて並行して開催となった。深夜、雨は上がっ



たが、残念ながら星は見られなかった。 

 日流研総会に続けて実施された二日目の研究発表は、流星群の軌道や突発出現、モニター観測

等の内容を集中させた。本年はやぎ群の検出、きりん群の突発があり、さらにほうおう群の出現

が期待されることから、研究発表につづけて突発群について発表への質問を含めて総合討論を行

った。ます、「やぎα群」の検出について下田氏より経緯報告があった。sonotaCo ネットの効用

も大きく、また、sonotaCo さんによりスピーディーな情報発信につながったということである。

また、突発群や火球出現の情報にインターネット上の書き込み（ツイッター）がたいへん役に立

っているということであった。 

 ほうおう群についてはダストトレイルの予測から大西洋付近での好条件が予測されるが、すそ

野の広がりから日本で全く引っかからないこともないということである。 

 2010 年代も彗星軌道やダストトレイルから期待される出現がいくつかあり、本年確認されたき

りん群も含めて、いずれも早めの情報発信と観測による検証が結びついて科学としての評価が高

まるとされた。前日の総合討論とも明確な方向付けはできなかったが、複数の発表に関連付けた

質疑や話し合いができた。 

 閉会行事では吉田副会長に講評をいただいたほか、次期開催地を関東地区として、柳地区担当

幹事からご挨拶をいただいた。 

 少しタイトな日程でフリーの時間が十分取れず、語り足りない思いをされた方もおられたかと

思う。スタッフも少なく運営に追い回され、何もおもてなしできなかったと申し訳なく思う。20

日は曇のち雨、21 日は曇のち晴（梅雨明け宣言は翌 22 日）。最高気温 30℃、最低気温 19℃と比

較的過ごしやすかったのでは。第六も比較的早上がり、むしろ朝の散歩もちらほらと。朝型に変

わりつつある参加者たちだった。 

 参加いただいた皆様に厚く感謝申し上げ、次の会議での再会をお約束したい。 

実行委員長 丸山卓哉 

 



 

流星会議年表

回 開催日 都道府県 会場 参加者 名称・その他

1955/3/27 滋賀 山本天文台 11 流星観測者会議

1955/8/4 京都 花山天文台 26 流星観測者会議

1956/4/7 大阪 大阪石崎氏邸 13 第３回流星委員会

1956/9/16 大阪 大阪市電気科学館 28 人工衛星及び流星に関する第１回協議会

1957/6/16 大阪 大阪市電気科学館 20 第４回流星委員会

1958/8/31 大阪 大阪市電気科学館 19 流星塵研究懇談会

1961/10/2 滋賀 山本天文台 20 流星及び流星塵シンポジウム

1 1962/8/4-5 山口 山口市議会会議室 約40 西日本流星及び流星塵観測者会議

2 1962/11/3-4 愛知 岡崎市国治天文台 約30 流星観測者会議

3 1963/9/21-22 滋賀 山本天文台 45 流星観測者会議

4 1964/5/31 神奈川 川崎市生田農協 約100 東日本流星・隕石・流星塵観測者会議

5 1964/8/5-6 和歌山 金屋町役場 32 流星観測者会議

6 1965/9/25-28 滋賀 山本天文台 25 流星観測者会議

7 1966/8/7-8 滋賀 山本天文台 30 流星観測者会議

8 1967/8/6-7 滋賀 山本天文台他 45 流星観測者会議

9 1968/8/17-18 滋賀 山本天文台他 69 流星観測者会議

10 1969/8/3-4 滋賀 山本天文台他 69 流星観測者会議

11 1970/8/8-9 和歌山 金屋町役場 70 流星観測者会議

12 1971/7/24-25 静岡 沼津市月光天文台 46 流星観測者会議

13 1972/8/5-6 宮城 仙台市天文台 約110 流星観測者会議

14 1973/8/4-5 熊本 国立阿蘇青年の家 約60 流星観測者会議

15 1974/8/3-4 茨城 茨城市茜平少年の家 約80 流星観測者会議

16 1975/8/16-17 滋賀 滋賀県青年の城 約120 流星会議

17 1976/8/7-8 長野 松本青年の家 約100 流星会議

18 1977/8/6-7 鳥取 鳥取砂丘子供の国 約100 流星会議（初めての日本海側での開催）

19 1978/8/26-27 埼玉 奥秩父三峰神社宿坊 約100 流星会議

20 1979/8/18-19 和歌山 金屋中学校体育館 約110 流星会議

21 1980/8/29-31 静岡 御殿場青少年館 約110 流星会議（初めての２泊、ビデオ流星初見）

22 1981/8/21-23 栃木 栃木県青年会館 約120 流星会議

23 1982/8/28-29 京都 京都簡易保険会館 134 流星会議（ＮＭＳのシンボルﾏｰｸ、第１回小槇記念賞）

24 1983/8/19-21 愛知 新城観光ホテル万楽 約150 流星会議（ＩＨＷ活動開始、長谷川会長就任）

25 1984/8/24-26 東京 八王子大学セミナーハウス 約170 流星会議（ハレー彗星）

26 1985/8/2-4 長野 諏訪温泉郷山王閣 約170 信州流星会議（２月村上前会長死去、ジャコビニ群突発）

27 1986/8/22-24 静岡 修善寺サイクルスポーツセンター 約180 流星会議（研究収録発行）

28 1987/8/7-9 石川 石川県青年会館 約130 百万石流星会議（向井苑生博士の講演）

29 1988/8/20-21 京都 京都いろは旅館 約120 うしわかまる流星会議

30 1989/8/19-20 広島 広島県青少年センター 約150 流星会議（韓国よりDr.Nha招待）

31 1990/8/24-28 愛知 ホリデーイン豊橋 約120 流星会議（スロバキアのハジューク夫妻の講演）

32 1991/8/2-4 宮城 仙台市茂庭荘 109 流星会議（ＮＨＫの県内ニュースで放映）

33 1992/8/21-23 群馬 榛名湖ゆうすげ荘 約120 流星会議（９１年のPer群突発）

34 1993/8/6-8 高知 室戸少年自然の家 101 くろしお流星会議（野村敏郎氏のツングースカ）

35 1994/8/20-21 大阪 大阪サニーストーンホテル 約100 なには流星会議

36 1995/8/25-27 東京 国立オリンピック記念青少年センター 122 大江戸流星会議（画像処理メーカーのデモ）

37 1998/8/23-25 富山 大沢野パレス 約100 きときと流星会議（串田氏の講演）

38 1997/8/26-28 北海道 手稲ランド研修センター 約80 北の国から流星会議

39 1998/8/7-9 愛知 サンシティ豊川 約80 豊川流星会議（パラレルプログラム）

40 1999/7/30-8/1 滋賀 ダイニック・アストロパーク天究館 101 びわこ流星会議（高校生の参加）

41 2000/8/26-28 栃木 鬼怒川温泉あさやホテル 86 鬼怒川流星会議（これまでの100年、これからの100年）

42 2001/8/25-26 長野 信州草湯温泉冠着荘 約70 信州流星会議

43 2002/8/3-5 岩手 奥中山高原センターハウス 約70 一戸流星会議

44 2003/8/23-25 徳島 那賀川町科学センター他 63 徳島流星会議

45 2004/8/27-29 富山 ニチユーシーサイドクラブ 59 氷見流星会議

46 2005/8/19-21 静岡 浜名湖 51 浜名湖流星会議

47 2006/8/25-27 兵庫 西はりま天文台 43 西はりま流星会議

48 2007/8/3-5 静岡 富士教育研修所 約40 富士山流星会議

49 2008/8/2-3 長野 西条温泉とくら 32 2008信州流星会議　ＩＡＵリストの検討

50 2009/8/21-23 栃木 鬼怒川温泉あさやホテル 鬼怒川流星会議（温故知新）

51 2010/7/31-8/1 富山 富山市　かんぽの宿富山 32 富山流星会議

52 2011/7/30316 宮城 大崎市　玉造荘 28 がんばろう東北！（東日本大震災）

53 2012/8/25-26 愛知 豊川市　豊川市民プラザ 33 穂の国流星会議

54 2013/8/24-25 大阪 大阪市　ホテルコスモススクエア 36 大阪ベイサイド流星会議 シンポUFO Cap.10年

55 2014/7/20-21 長野 安曇野市　ビレッジ安曇野 42 信州あづみの流星会議
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